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　いよいよ冬支度――
　初冬の風物詩「大堰 鯉の引っ越し」



▼防災情報やイベント情報など、
　町からの行政情報をメールで
　受け取ることができます。

登録はこちらから！

12月行事予定表
■　も　く　じ　■　C o n t e n t s

◆かねやまわんとぴ

　樋口勝也さんが齋藤茂吉文化賞

◆フォトリポート―プロジェクトＫ―

◆町政ＮＥＷＳ

◆まちのわだい

　旧谷口分校跡地で最上川さくら回廊事業

　明安小児童が地元産品で商品開発

　めごたま園庭にヤマボウシほか植樹

　芸術文化協会舞台発表会が盛大に

　村松寛司さんが日本スポーツ少年団顕彰

　今年の金山杉サミットは「体験型」

　カネカ「モデルプラン」がグッドデザイン賞

◆ほっとクリニック vol.130

　いつまでも住み慣れた金山で Part.11

　地域おこし協力隊がゆく！

◆お知らせ掲示板

　町立金山診療所から年末年始の診療日のお知らせ

◆図書室だより・道草便り vol.20

　ぶんげい・東京金山会通信 No.8
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かねやま わん とぴ

オンリーワンな町のナンバーワンをさがせ！

オンリーワンな町のナンバーワンをさがせ！

　初冬の風物詩となっている
「大堰鯉の引っ越し」。これから
迎える厳しい冬に備えて11月
22日、町内業者ほか６名で越
冬作業を行いました。２時間の
格闘の末、およそ150尾全ての

鯉の引っ越しを完了させました。
　鯉たちは来年４月下旬までの
５ヵ月間、八幡公園で静かに冬
を過ごします。春に元気な姿で
大堰に戻ってきてくれることを
願います。

＝今月の表紙＝
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【町立金山診療所　診療予定】
○疼 ▶ 疼痛外来　○小 ▶ 小児科外来　○夕 ▶ 夕診

　芸術、学術の面で功績がある方に
贈られ、山形県内では最も権威ある
文化表彰のひとつとされる「齋藤茂
吉文化賞」を、元金山町教育長であ
る樋口勝也さん（七日町）が受賞さ
れました。11月３日文化の日には、
文翔館（山形市）で表彰式が行われ、
その功績が讃えられました。
　樋口さんは中学校の美術教師とし
て、長年にわたり最上地域の教育の
発展に寄与。町内にも「樋口先生に
教わった」という方が多くいること
と思います。教鞭をとる傍ら、自身
の制作活動にも注力。専門は彫刻で、
山形県総合美術展などにおいて多数
の受賞歴をお持ちです。また、その
彫刻作品は多くの教育機関に寄贈さ

れています。そうした地域と密着し
た創作活動も、地域づくりにも貢献
していると評価されました。近年に
おける顕著な活動が、「道草ぶんこ
う」の創立です。彫刻アトリエとし
て活用する一方、地域の文化活動の
拠点として、伝統文化の継承や地域
コミュニティによる地域再生運動を
展開しています。実は、町芸術文化
協会の立ち上げにも携わっており、
多くの社会教育活動に貢献してきま
した。
　樋口さんは、受賞に際して「身に
余るこの上なく名誉なこと」と感慨
深げ。「受賞は中学校の美術教師と
して共に歩んだ生徒や同僚の先生
方、故郷を愛する社会教育関係者の

方々、そして廃校になった分校を利
用し、中山間地に残された伝統文化
を守ってきた高齢者の方々のおかげ
だ。このような多くの人間関係の中
で、うまれた感動を彫刻に表現する
ことができた」と話し、人間関係の
大切さを実感したと受賞の感動を噛
みしめていました。
　彫刻家として55年――。10月に
は蔵史館を会場に彫刻展を開催し、
多くの方が訪れました。樋口さんは
「作品は我が子のようなもの。たく
さんの方に見てもらえて嬉しい」と
笑顔。今後は今までとは違った小作
品を制作していきたいと話します。
まだまだ素晴らしい作品を見ること
ができそうです。

かつ や

かたわ

「道草ぶんこう」を拠点とした地域活動も大きく評価

樋口勝也さんが齋藤茂吉文化賞
か　　つ や

㊧（上から）吉村県知事と樋
口夫妻。表彰式で記念写真／
記念品の盾には茂吉像　㊥受
賞報告のため来庁された樋口
さん　㊤11月10日、道草ぶ
んこうでクリスマスリースづ
くりを開催。樋口さんを講師
に、芸術にふれる体験活動も
随時行っている

１（日）

２（月）

３（火）
４（水）
５（木）

６（金）

７（土）
８（日）

９（月）

10（火）
11（水）
12（木）
13（金）
14（土）
15（日）
16（月）

17（火）

18（水）

19（木）
20（金）
21（土）
22（日）
23（月）
24（火）
25（水）

26（木）

27（金）

28（土）
29（日）
30（月）
31（火）

第43回「家庭の日」運動推進大会
小さな拠点づくり
積雪寒冷対策連絡会議
区長と議員の語る会
乳児健診、ブックスタート
すこやか相談
心配ごと相談、ベビーマッサージ
金山中新入生説明会
町議会12月定例会（11日まで）

小さな拠点づくり
神室スキー場安全祈願祭

女性ドック健診、すくすくプレイランド
ママと赤ちゃんのケア教室

小さな拠点づくり、心配ごと相談
１歳２歳児歯科健診
わらべうた・読み聞かせ講座
すこやか相談
総合教育会議
ホットさろん
新庄南高金山校模擬議会

心の健康相談
農業委員会総会
心配ごと相談、すくすくプライランド
リフレッシュヨガ教室
明安小年末年始休業（１月５日まで）
金山小年末年始休業（１月６日まで）
有屋小年末年始休業（１月６日まで）
金山中年末年始休業（１月５日まで）

臨時診療日（町立金山診療所）

○疼

○夕
○小

○疼

○夕
○小

○疼

○夕
○小

○夕
○小



　
金
山
で
活
躍
す
る
カ
ッ
コ
い
い
大

人
を
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で
始
動
し

た
金
山
町
職
業
体
験
学
習
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｋ
」。
今
年
は
、
金
山
中
１

年
生
と
新
庄
南
高
金
山
校
１
年
生

が
、
地
域
に
密
着
し
た
様
々
な
仕
事

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
事
業
所
は
17
。
建
設
機

械
や
専
門
の
機
材
を
操
作
す
る
な

ど
、
生
徒
ら
は
苦
戦
し
な
が
ら
も
、

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

事
業
所
の
皆
さ
ん
は
、「
ど
れ
も
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
。
今
日
の
体
験

を
き
っ
か
け
に
自
分
に
合
う
職
業
に

出
会
え
る
と
良
い
」
な
ど
と
生
徒
ら

に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　色々な企業を見て、そして
仕事を体験することができ
て、とてもよかったです。も
うすぐ自分の職業を決めなけ
ればなりません。今日学んだ
ことをしっかり活かして頑張
りたいです。

　様々な企業の話を聞くこと
ができて、とても良い経験に
なりました。これから高校の
進路を決める時や将来のこと
について考える時などに、こ
の経験を活かしていきたいと
思います。

金山中学校１年
星川璃央さん（七日町）

り お

新庄南高校金山校１年
佐藤朱夏さん（真室川町）

あや か

金
山
の
安
全
は
私
が
守
る
！

１_コツが必要な壁塗りに苦戦　２_金山職人の教
えのもとカンナ削り。僕ってセンスあり!?　３_チ
ェーンソーを使って玉切り　４_建設機械の操作
を体験。表情は真剣そのもの　５_工事看板もプロ
ジェクト仕様に　６_初めてのドローン操作にド
キドキ　７_上手に操作できました　８_模擬紙幣
を使って札勘体験　９_理学・作業療法士の基本は
相手の気持ちを知ることから　10_かねやま餃子
を試作　11_金属の切削体験　12_鑑識作業はとて
も細かな作業　13_ホースを伸ばすのも大変だ

プロジェクトＫ
Photo  Report
フ　ォ　ト リ　ポ　ー　ト

金山町職業体験学習
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町政ＮＥＷＳ
　
11
月
３
日
、
第
62
回
金
山
町
公

民
館
大
会
並
び
に
第
40
回
金
山
町

生
涯
学
習
推
進
大
会
を
開
催
し
、

１
２
０
名
を
超
す
町
民
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
冒
頭
の
式
典
で
は
、令
和
元

年
度
町
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈
該
当

者
が
顕
彰
さ
れ
た
ほ
か
、フ
ラ
ワ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
者
や
卓
越
技
能

者
顕
彰
者
が
紹
介
さ
れ
、
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は

左
で
紹
介
し
て
い
ま
す（
敬
称
略
）。

　
事
例
発
表
で
は
、
十
日
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
柴
田
純
一
さ

ん
と
道
草
ぶ
ん
こ
う
運
営
委
員
会

の
須
藤
幸
一
さ
ん
が
自
身
ら
の
活

動
を
報
告
。ま
た
、山
形
大
学
チ
ー

ム
道
草
や
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
☆
ス
タ
ー
ズ
、

金
山
中
生
徒
な
ど
の
若
い
世
代
が

活
動
を
発
表
し
、
地
域
への
思
い
を

語
り
ま
し
た
。続
け
て
、東
北
学
院

大
学
教
養
学
部
の
柳
井
雅
也
教
授

が
「
若
者
や
女
性
が
輝
け
る
ま
ち

づ
く
り
の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
ら
は

「
今
ま
で
と
違
っ
た
若
い
視
点
な

ど
も
多
く
、
新
鮮
で
良
い
大
会
だ

っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
大
会
が
契
機
と
な
り
、
地
域

の
核
で
あ
る
公
民
館
活
動
が
、
よ

り
活
発
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

民
館
大
会
・
生
涯
学
習
推
進
大
会
を
開
催

若
者
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

公

　
各
地
区
の
発
展
に
日
々
尽

力
さ
れ
て
い
る
区
長
の
皆
さ

ん
が
、
11
月
９
〜
10
日
の
２

日
間
、
視
察
研
修
の
た
め
福

島
県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
喜
多
方
市
の

歴
史
を
感
じ
る
街
並
み
や
西

会
津
町
の
廃
校
利
用
施
設
を

視
察
。
ま
た
、
全
国
で
唯
一

同
名
の
市
町
村
で
あ
る
福
島

県
金
山
町
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。
廃
校
と
な
っ
た
洋
風
の

小
学
校
を
活
用
し
た
金
山
町

自
然
教
育
村
会
館
や
道
の
駅

奥
会
津
か
ね
や
ま
を
見
学
し

た
皆
さ
ん
は
「
良
い
事
例
は

参
考
に
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
今
後
の
地
域
づ

く
り
に
活
か
せ
る
視
察
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

地
区
区
長
が
福
島
県
へ
視
察
研
修

西
会
津
町
の
廃
校
利
用
施
設
な
ど
を
見
学

各

　
事
故
や
故
障
を
防
ぎ
、
安

全
で
迅
速
な
除
雪
作
業
を
実

現
す
る
た
め
、
町
で
は
ロ
ー

タ
リ
除
雪
車
を
新
た
に
購
入

し
、
老
朽
化
し
た
前
機
械
か

ら
更
新
を
図
り
ま
し
た
。
11

月
13
日
に
は
納
車
式
が
挙
行

さ
れ
、
事
故
な
く
安
全
に
除

雪
が
行
わ
れ
る
よ
う
祈
願
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
除
雪
車
は
、
除
雪

幅
２
．
６
ｍ
、
３
０
０
馬
力

級
と
積
雪
が
多
い
地
域
で
も

作
業
が
可
能
な
パ
ワ
ー
を
保

持
。
ま
た
事
故
防
止
の
た
め

の
後
方
カ
メ
ラ
や
拡
声
器
を

装
備
し
て
い
ま
す
。
４
号
車

と
し
て
、
有
屋
地
域
の
通
常

除
雪
と
公
共
施
設
駐
車
場
の

除
雪
を
担
う
予
定
で
す
。

た
に
３
０
０
馬
力
の
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
を
購
入

積
雪
の
多
い
有
屋
地
域
で
の
活
躍
を
期
待

新

今
年
か
ら
活
躍
す
る
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
と

町
除
雪
班
の
皆
さ
ん

廃
校
を
活
用
し
た
西
会
津
国
際
芸
術
村
は
、

ア
ト
リ
エ
と
し
て
芸
術
家
が
滞
在
す
る

　
町
並
び
に
町
交
通
安
全
母

の
会
、
最
上
地
区
交
通
安
全

協
会
金
山
支
部
の
３
者
が
、

夕
暮
れ
の
時
間
帯
に
下
校
す

る
児
童
の
交
通
事
故
防
止
を

図
る
た
め
、
各
小
学
校
に
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
付
き
夜
光
反
射

材
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
10
月
24
日
に
は
、
町
交
通

安
全
母
の
会
の
松
田
聖
子
会

長
が
３
校
を
訪
問
し
、
校
長

先
生
ほ
か
児
童
の
皆
さ
ん
に

手
渡
し
ま
し
た
。
松
田
会
長

は
「
こ
の
時
季
で
は
初
め
て

の
取
り
組
み
。
夜
間
の
交
通

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
狙
い

だ
。
子
ど
も
た
ち
に
気
に
入

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
フ
ク

ロ
ウ
の
デ
ザ
イ
ン
を
選
ん

だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

内
の
全
児
童
に
夜
光
反
射
材
を
寄
贈

ラ
ン
ド
セ
ル
に
つ
け
て
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

町

　
10
月
30
日
、
金
山
農
業
協

同
組
合
並
び
に
全
国
共
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
山
形
県

本
部
か
ら
、
町
に
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
４
基
を
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
交
通
安
全
対
策
事

業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
。
平
成
７
年
か

ら
毎
年
寄
贈
い
た
だ
い
て
お

り
、
見
通
し
の
悪
い
交
差
点

や
要
望
の
あ
っ
た
箇
所
、
老

朽
化
し
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

代
替
と
し
て
順
次
設
置
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
の
合
計
は

１
８
９
基
。
町
内
各
地
で
交

通
安
全
と
事
故
防
止
の
た
め

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
長
年

に
わ
た
り
寄
贈
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
を
町
に
寄
贈

Ｊ
Ａ
金
山
と
Ｊ
Ａ
共
済
連
山
形
が
20
年
以
上

カ

（
右
か
ら
）Ｊ
Ａ
金
山
の
柴
田
義
正
理
事
長
、

Ｊ
Ａ
共
済
連
山
形
県
本
部
の
担
当
者

せ
い
こ

（
後
列
右
か
ら
）松
田
聖
子
会
長
、髙
橋
幹
弥

金
山
小
校
長
、（
前
列
）金
山
小
１
年
生

せ
い
こ

み
き
や

よ
し
ま
さ

じ
ゅ
ん
い
ち

ま
さ
や

こ
う
い
ち

㊤チーム道草／各地域代表の事例発
表／表彰の部受賞者の皆さん　㊥町
芸文協会員の華道展／SUGI☆スター
ズ　㊦金中生による地域活性化に向
けた提言／金山中吹奏楽部のオープ
ニング演奏　※写真はすべて左から

●表彰の部
須藤典夫（田茂沢）阿部由里子（片貝）松田順一（朴山）阿部栄一（下野明）栗田今朝美
（杉沢）伊藤文雄（七日町）大場征志（山崎）栗田和則（杉沢）加藤孝子（東京都）九十
九博（奈良県）光藤淳一（東京都）齋藤和彦（神奈川県）矢口夘之助（下向）

●感謝状の部
寒河江宏一（七日町）黒沼孝一（羽場）横山芳子（七日町）栗田広基（小蝉）沓澤孝至（真
室川町）山科奈津子（七日町）矢口勝（宮）松田哲夫（朴山）千川原誠一（杉沢）須賀稔（山
崎）柿崎直喜（七日町）伊藤勉（朴山）栗田廣（杉沢）永山久美子（稲沢）庄司けみ子（谷
口）丹美紀子（稲沢）栗田幹子（小蝉）須藤浩子（飛森）柴田貞夫（三枝）五十嵐久男（下
向）佐藤富士雄（三枝）千川原芽久美（小蝉）正野美輝（下野明）伊東知昭（十日町）大
場和弥（山崎）梁瀬浩男（下野明）佐藤英樹（上中田）三上勘一（飛森）矢口惠午（内町）
橋間進（長野）柴田敏継（漆野）伊藤純男（七日町）早森由香（羽場）長岡由美（七日町）
長倉章（三枝）金山活粋野菜倶楽部にら部会

●金山町卓越技能者顕彰者
岸重夫（七日町）矢口幸雄（山崎）千川原健吉（下中田）丹和榮（内町）

●全町美化・花いっぱい運動フラワーコンクール
団体の部【最優秀賞】荒屋地区【優秀賞】羽場地区、新庄南高校金山校、三枝地区
個人の部【最優秀賞】阿部勝子（荒屋）【優秀賞】樋渡サカエ（三枝）長倉繁美（三枝）

のり お ゆ り こ じゅんいち えいいち け さ み

ふみ お まさ し かずのり たか こ

ひろし じゅんいち かずひこ う の すけ

こういち こういち よし こ ひろ き たか し

な つ こ まさる てつ お せいいち みのる

なお き つとむ ひろし く み こ

み き こ みき こ ひろ こ さだ お ひさ お

ふ じ お め ぐ み み き ともあき

かず や ひろ お ひで き かんいち けい ご

すすむ としつぐ すみ お ゆ か ゆ み

あきら

しげ お ゆき お けんきち かずえい

かつ こ しげ み



まちの
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身近なわだい、お寄せください。　
総務課 広報情報係　☎５２－２１１１（内線２２５）

　おじいちゃん・おばあちゃんを招待した収穫感謝祭が
10月29日、認定こども園めごたまで開かれ、ミニ運動会
や餅つきを通し、園児らは秋の恵みを全身で楽しみました。
園庭では、木の存在を感じながら木陰でゆったりと外遊び
ができるようにと、ケヤキ・トチ・ヤマボウシを１本ずつ
植樹。「まるで森のような園庭」を目指すこの取り組みを、
山形県みどり推進機構が支援しています。

　明安小学校の５・６年生が、総合学習の一環として地元
産品を使ったデザートづくりに挑戦しました。材料は昨年
も使用したミニトマトに加え、町で産地化に取り組む落花
生を追加。10月23日には、考案したデザートを児童らが
自ら調理し、生産者らが試食しました。採用されたタルト
やレアチーズケーキなど４品が、レストランフォレストに
おいて11月限定でランチとともに提供されました。

　「体験」をテーマとした第10回金山杉サミットが11月
９日～10日、認定こども園めごたまを会場に開催されま
した。参加した子どもたちは、木琴と木製ジャングルジム
を製作し、木の手触りや香りなどを楽しんでいました。ま
た、ジャングルジムは柱に貫を差し、そこにくさびを打っ
て固定するというまさに伝統工法。金山杉の素晴らしさと
金山職人の技術に触れることができました。

　39回目を迎える町芸術文化協会舞台発表会が11月９
日、中央公民館大ホールで開かれ、200名を超す来場者が、
踊りや民謡などを楽しみました。オープニングは３年連続
で柳原番楽。神々しい舞いに続けて、舞の会や千川楽栄会、
金山歌ノ会など９団体が、舞台に百花を添えました。また
11月の期間中、俳句やパッチワーク、写真など加入団体
の作品が町内各会場に展示され、芸術の秋を彩りました。

▼調理時はレストランフォレストの工藤シェフの目が光る

▲おじいちゃんと一緒に楽しく植樹「早く大きくなぁ～れ！」

▼壇上で表彰を受ける村松さん。町の柔道界の発展に貢献

▼美杉コーラスが見事なハーモニーの４曲を披露した

▲自社山林より伐採を行うため自由な寸法の使用が可能だ

▲「こんなに登っても壊れない！」と身をもって強度を実感

金山町柔道スポ少で指導育成に貢献
村松さんが日本スポーツ少年団顕彰

芸術の秋を彩る――
芸術文化協会舞台発表会が盛大に

カネカがグッドデザイン賞
一貫した生産システムが評価

目指すは「まるで森のような園庭」
ケヤキ・トチ・ヤマボウシを植樹

明安小児童が地元産品で商品開発
ミニトマトと落花生でデザートを

最上川さくら回廊事業
旧谷口分校跡地に19本を植樹

今年の金山杉サミットは「体験型」
子どもたちが木製品と技術に触れる

広報かねやま　2019.12 ⑧広報かねやま　2019.12⑨

１_鈴木町長、柴田議長、山形新聞社斎藤敏広最北総支社長ら
が記念植樹　２_子どもたちもお父さんと協力して植樹作業
３_谷口地区以外からも多くの方が参加し植樹した

　11月２日、旧谷口分校跡地を会場に、山形新聞・山形
放送の８大事業「最上川さくら回廊」の植樹式が開催され
ました。西郷地域のほか町内外から約50名が参加し、オ
オヤマザクラ19本を植樹。笹原善一さん（谷口）が「分
校が焼失してからは、住民が集まる機会も少なくなってい
た。桜の植樹によって、いつまでもこの地が集いの場とな
れば良い」と植樹者を代表してあいさつされました。

ぜんいち

　11月９日、山形県スポーツ少年団指導者・育成母集団
研修会が東京第一ホテル鶴岡を会場に開催され、式典で村
松寛司さん（七日町）が日本スポーツ少年団顕彰を受賞さ
れました。村松さんは永年にわたり、金山町柔道スポーツ
少年団で指導・育成に貢献し、顕著な功績をおさめたこと
が高く評価されました。おめでとうございます。今後の活
躍をお祈りします。

かんじ

　㈱カネカのセミオーダー住宅「モデルプラン」が、グッ
ドデザイン賞2019を受賞しました。モデルプランは、樹
齢100年を超す金山杉を化粧構造材に使用。高いデザイン
性と「小さくつくって大きくつかう」とのコンセプトも評
価されました。また、自社山林の木材を使用するため、高
クオリティ低コストを実現しています。川崎恭平社長は「金
山町、金山杉を広く発信していく」と話していました。

きょうへい
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初めての医療機関を受診する際の注意点
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いつまでも

住み慣れた金山で

――  Forever in My Town！ ――

―――  Enjoy My Life！ ―――

Part.11

　
皆
さ
ん
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

は
あ
り
ま
す
か
？
大
き
な
病
院
、
小

さ
な
病
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
形
態

は
様
々
で
、
ま
た
標
榜
す
る
科
も

様
々
で
す
。

　
日
本
で
は
専
門
や
資
格
に
関
わ
ら

ず
何
科
を
標
榜
し
て
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り（
一
部
例
外
あ
り
）、実

は
標
榜
し
て
い
る
科
に
精
通
し
て
い

る
医
師
が
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

反
対
に
、
日
本
の
法
律
で
は
医
師
の

「
応
召
義
務
」と
い
う
規
定
が
あ
り
、

医
師
は
受
診
す
る
患
者
さ
ん
が
い
か

な
る
疾
患
で
あ
っ
て
も
診
察
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
眼
科
で
血
圧
の
薬

を
出
す
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

実
際
に
は
患
者
さ
ん
自
身
が
あ
る
程

度
選
択
し
て
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
は
そ
の
際
の
注
意
点
に
つ
い
て

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
１
つ
目
は
専
門
性
で
す
。
現
在
は

様
々
な
薬
や
治
療
が
行
え
る
時
代
に

な
っ
て
い
ま
す
。
我
々
医
師
も
で
き

る
だ
け
幅
広
く
知
識
を
取
り
入
れ
治

療
に
生
か
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
は
一
人
で
全
て
の

領
域
を
賄
え
る
人
間
は
お
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
一
口
に
内
科
と
い
っ

て
も
、
消
化
器
・
循
環
器
な
ど
細
分

化
さ
れ
、
さ
ら
に
肝
臓
・
す
い
臓
な

ど
細
か
い
分
野
に
分
か
れ
ま
す
。
受

診
し
た
こ
と
の
な
い
医
療
機
関
を
受

診
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
何
が
専

門
で
検
査
や
治
療
は
何
が
で
き
る
か

を
確
認
し
て
受
診
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　
２
つ
目
は
今
の
自
分
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。こ
れ
ま
で
の
病
歴
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、
現
在
内
服
し
て
い
る

薬
等
は
必
ず
伝
え
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
病
気
の
原
因
や
治
療
に
つ

な
が
る
場
合
も
多
い
か
ら
で
す
。
お

薬
手
帳
を
持
参
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
や
漢
方

も
薬
で
す
の
で
、
伝
え
た
ほ
う
が
賢

明
で
す
。
同
じ
よ
う
な
薬
が
二
重
で

出
た
り
、
一
緒
に
飲
ん
で
は
い
け
な

い
薬
が
出
た
り
す
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
に
も
重
要
で
す
。

　
３
つ
目
は
予
約
の
可
否
や
紹
介
の

必
要
性
で
す
。
大
き
い
病
院
は
ど
こ

も
予
約
外
は
最
後
の
診
察
と
な
り
、

待
ち
時
間
が
数
時
間
に
な
る
こ
と
が

当
た
り
前
で
す
。
し
か
し
、
他
の
医

療
機
関
か
ら
の
紹
介
の
場
合
、
初
め

て
で
も
予
約
が
で
き
た
り
、
紹
介
状

持
参
に
よ
っ
て
初
診
料
が
下
が
っ
た

り
す
る
場
合
が
多
い
で
す
。
最
近
で

は
紹
介
の
患
者
で
な
い
と
受
け
付
け

て
く
れ
な
い
医
療
機
関
も
多
く
あ
り

ま
す
。
他
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る

際
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
で

紹
介
状
や
予
約
の
相
談
を
し
て
み
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ひ
ょ
う
ぼ
う

お
う
し
ょ
う

副所長（兼）外科医長
須田 拓郎

たくろう

令和元年度金山町在宅医療介護連携推進研修会

元気なお口でおいしく
食べるしあわせ

　元気な時は当たり前に食べていますが、歯やお口の中にちょっとした変化があると、おいしく
食べられなくなります。それがきっかけで老化が始まることも…。
　高齢や病気のためにお口から食べられないと、『食欲が落ち→気持ちも落ち込み→体を動かすこ
とも減り→寝たきり』になりやすくなります。
　反対に、一度「噛んだり飲み込んだりする」働きを失ってしまった場合でも、『歯科治療や口腔
リハビリを行い→管から流動食を摂取していた方が噛んだり飲み込んだりでき→口から食べられ
るようになり→意欲が出てくる→歩行可能になる』という可能性もあるのです。
　「お口の健康づくり」は、生きるために必要な「食べる楽しみ」に直結しています。日頃から皆
さんの歯やお口の健康を守ってくださる先生方のお話を聞いて、体験し、おいしく食べるための
秘訣を学びましょう。

▼い　つ　 1 2月 1 1日（水）午後１時 3 0分～３時
▼どこで　金山町農村環境改善センター
▼対象者　町民の方々、医療・介護・福祉関係機関等
▼内　容　①講話「オーラルフレイルで健康長寿」
　　　　　  [ 講師 ] しばた歯科医院　柴田康之院長
　　　　　②講話・実技「今日から始めよう！お口の健康づくり」
　　　　　  [ 講師 ] 歯科衛生士　古瀬順子先生
▼申　込　 1 2月 1 0日（火）締め切り

【申し込み・問い合わせ】
金山町地域包括支援センター（役場健康福祉課内）☎ 5 2 －3 0 3 5

歯間ブラシや
舌クリーナーを
プレゼント！

２年目の落花生を収穫！
新規就農後も栽培する予定です！

まさ はる

三膳正桜  隊員

　
早
い
も
の
で
今
年
も
残
り
１
カ
月
を
切

り
ま
し
た
。
金
山
町
で
の
冬
も
３
度
目
に

な
る
の
で
、
雪
か
き
に
は
大
分
慣
れ
て
き

ま
し
た
。
住
処
が
雪
に
埋
も
れ
な
い
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
。

　
11
月
で
落
花
生
の
収
穫
か
ら
乾
燥
ま
で
の

工
程
が
終
わ
り
ま
し
た
。
10
月
に
掘
り
取
り

機
で
収
穫
し
た
落
花
生
は
乾
燥
さ
せ
て
脱

粒
、
そ
し
て
コ
ン
テ
ナ
乾
燥
機
（
か
ら
っ
風

く
ん
）
を
使
用
し
て
水
分
を
９
％
以
下
に
な

る
ま
で
乾
燥
さ
せ
て
い
ま
す
。
写
真
は
掘
り

取
り
の
様
子
と
コ
ン
テ
ナ
乾
燥
機
を
設
置
し

た
様
子
で
す
。
金
山
町
で
の
落
花
生
栽
培
は

２
年
目
な
の
で
、
ま
だ
ま
だ
作
業
の
効
率
化

は
手
探
り
の
状
況
で
す
。
来
年
以
降
の
新
規

就
農
時
に
、
落
花
生
を
栽
培
作
物
の
一
つ
に

す
る
予
定
で
す
の
で
、
き
れ
い
な
落
花
生
を

出
荷
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
収
穫
乾

燥
し
た
落
花
生
は
、
マ
ル
コ
の
蔵
と
ホ
テ
ル

シ
ェ
ー
ネ
ス
ハ
イ
ム
金
山
で
焙
煎
落
花
生
と

し
て
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

　
落
花
生
の
半
分
は
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
を
減
ら
し
、
血
管
を
強
く
す
る
太
り
に
く

い
植
物
性
脂
肪
で
出
来
て
い
ま
す
。
な
ん
と

抗
が
ん
作
用
だ
け
で
な
く
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
効
果
も
期
待
で
き
る
の
で
、

健
康
に
と
て
も
良
い
食
品
で
す
。
皆
さ
ん
も

落
花
生
を
食
べ
て
冬
を
健
康
的
に
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
。

㊤
掘
り
取
り
の
様
子
。
ト
ラ
ク
タ
ー
に
専
用
の
機
械
を
取
り
付

け
て
行
う　
㊦
コ
ン
テ
ナ
乾
燥
機
。
風
を
送
り
水
分
が
９
％
以

下
に
な
る
ま
で
乾
燥
さ
せ
る
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お知らせ掲示板

令
和
２
年
１
月
１
日
に

金
山
町
は
95
周
年
を
迎
え
ま
す

　
１
月
１
日
（
元
旦
）
は
、
金
山
町
の
町
制
施

行
日
で
す
。
令
和
２
年
の
町
制
施
行
日
を
も
っ

て
、金
山
町
は
95
周
年
を
迎
え
ま
す
。皆
さ
ん
、

国
旗
・
町
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
。

問　
役
場
総
務
課 

総
務
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

町
立
金
山
診
療
所
に

金
山
中
生
徒
の
作
品
展
示
中
で
す

　
現
在
、
町
立
金
山
診
療
所
の
ロ
ビ
ー
に
金
山

中
学
校
生
徒
の
絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
診
療
所
で
は
各
種
展
示
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問　
町
立
金
山
診
療
所　
☎
52

－

２
９
１
５

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く
！

　
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
年
金
生
活
者
支
援
給
付

金
に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続

き
の
案
内
が
９
月
以
降
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
10
月
分
か
ら
の
給
付

金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
お
早
め
に
請
求
書
（
は
が
き
）
を
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
締
切　
12
月
27
日
（
金
）
必
着

問　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
５
７
０

－

０
５

－

４
０
９
２（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
　
役
場
町
民
税
務
課 

住
民
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
５
１
）

飲
酒
運
転
撲
滅・冬
道
の
交
通
事
故
防

止
旬
間
及
び
年
末
地
域
安
全
運
動

▼
期
間　
12
月
11
日
〜
12
月
20
日

　
年
末
は
、
飲
酒
運
転
や
積
雪
、
路
面
凍
結
の

ほ
か
、
悪
天
候
に
よ
る
道
路
環
境
の
悪
化
な
ど

に
よ
る
重
大
事
故
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
12
月
は
年
間
で
最
も
交
通
事
故
の
発
生
が
多

い
月
で
す
。
車
は
早
め
に
点
灯
し
ス
ピ
ー
ド
は

控
え
、
歩
行
者
は
明
る
い
服
装
と
夜
光
反
射
材

「
命
の
バ
ン
ド
」
を
着
用
し
、
交
通
事
故
を
起

こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
侵
入
窃
盗
や
車
上
ね
ら
い
な
ど
、
身

近
で
発
生
す
る
被
害
や
、
特
殊
詐
欺
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
事
件
・
事
故
の
な
い
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
地
域
全
体
で
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

問　
役
場
町
民
税
務
課 

く
ら
し
安
全
係

　
　
☎
52

－

２
１
１
１
（
内
線
２
４
６
）

不
要
に
な
っ
た
ス
キ
ー
ウ
エ
ア

あ
り
ま
せ
ん
か
？

▼
品
目　
ス
キ
ー
ウ
エ
ア（
小
学
校
高
学
年
用・

大
人
用
で
汚
れ
の
少
な
い
も
の
）

※
男
女
不
問

▼
用
途　
交
流
事
業
で
沖
縄
の
児
童
へ
提
供

▼
場
所　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
事
務

局
・
消
防
署
金
山
支
署
ま
で
お
届
け

く
だ
さ
い

▼
受
付　
12
月
26
日
（
木
）
締
め
切
り

問　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合 

総
務
課

　
　
☎
22

－

２
６
７
４

町立金山診療所から年末年始の診療日のお知らせ
【問い合わせ】　町立金山診療所　☎52－2915

日にち 診療内容（担当医）

12月27日

12月28日～12月29日

12月30日 ※臨時診察日

12月31日～１月２日

１月３日 ※臨時診察日

１月４日～１月５日

１月６日

【午前・午後】須田医師（外科）

【休診】※

【午前】石川医師（内科）【午後】休診

【休診】※

【午前】須田医師（外科）【午後】休診（※）

【休診】※

【午前】石川医師（内科）・須田医師（外科）・東郷医師（疼痛外来）
【午後】須田医師（外科）・東郷医師（疼痛外来）

●受付時間
【午前】８時30分～11時30分【午後】13時30分～16時【夕診（第１～第４水曜日）】17時～19時
※土・日・祝日は休診となりますが、山形大学医学部附属病院の応援医師による急患の診察を行っ
　ております（お電話のうえ、ご来所くださいますようお願いします）

雪下ろしにかかる費用を
助成します

金山町路線バス
年末年始の運行

いつもご利用いただきありがとうございます。
年末年始の臨時運行にご協力お願いします。

問 役場町民税務課 ☎52－2111（内線246）

●勤 務 地　金山町学校給食共同調理場
●業務内容　学校給食の調理業務等
●募集人員並びに雇用条件

●募集締切　12月17日（火）まで（受け付けは土・日曜日、祝日は除きます）
●雇用期間　12月20日（金）から令和２年３月31日（火） ※４月から１年単位での更新あり
●応募資格　①調理師免許を有している方 ②健康で意欲のある方
●申込書類　金山町日々雇用職員雇用申込書（教育委員会教学課備え付け）
●選考方法　書類審査及び面接試験（面接日は申込された方に後日通知します）
●採用通知　12月19日（木）までに申込者全員に採用の可否を通知します

全路線通常運行

【有屋方面のみ】 ※14時57分以降は運休
７時30分・９時15分・12時15分
診療所前発

全路線運休

有屋・中田方面通常運行

【有屋方面のみ】
12時15分 診療所前発以降を運行
 ※町立金山診療は午前のみ臨時診療
【有屋方面】
７時30分・９時15分・12時15分
診療所前発
【中田方面】
８時５分・12時15分診療所前発

12/30（月）

12/31（火）

１/１（水）

１/２（木）

１/３（金）

１/４（土）

金山町学校給食共同調理場調理師を募集します
【申し込み・問い合わせ】
金山町教育委員会（中央公民館内）☎52－2902 ／金山町学校給食共同調理場　☎52－2048

募集人員

１名 月額154,500円
社会保険、雇用保険加入、通勤手

当支給制度あり

　８時～16時45分
（原則土・日曜日、祝
日を除く）

勤務時間 その他賃金

●金山町除雪費支給事業
▼対象者（ご家族等の支援がある場合は除く）
［住民税が課税されていない世帯で］
・病弱な一人暮らし高齢者もしくは高齢者夫婦
・心身障がい者で病弱な方
・前述と同程度と認められる方
▼対象経費
　雪下ろしにかかわる経費で上限32,000円
▼支給額等
　対象経費の９割（最大で28,800円）が支給
▼申請
申請書（健康福祉課窓口に備え付け）・除雪に
かかわる領収書・通帳（申請者名義）・印鑑
※書類審査後、決定もしくは否決を通知します
　詳しくは下記までお問い合わせください

問 役場健康福祉課 ☎52－2111（内線261）



「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00

『
楽
園
の
真
下
』

（
荻
原
浩
／
文
芸
春
秋
）

最
後
に
生
き
残
る
の
は
誰
だ
？

コ
ー
ラ
ル
ブ
ル
ー
の
海
に
囲
ま

れ
、
亜
熱
帯
の
緑
深
い
森
に
包
ま

れ
て
い
る
『
日
本
で
い
ち
ば
ん
天

国
に
近
い
島
』
志
手
島
。
そ
の
島

で
世
界
最
大
級
の
カ
マ
キ
リ
が
発

見
さ
れ
た
。「
び
っ
く
り
な
動
物

大
図
鑑
」
を
執
筆
中
の
フ
リ
ー
ラ

イ
タ
ー
藤
間
は
取
材
の
た
め
、
現

地
へ
向
か
う
。
だ
が
、
楽
園
と
は

別
の
姿
が
…
。

『
人
間
』

（
又
吉
直
樹
／
毎
日
新
聞
出
版
）

38
歳
の
誕
生
日
に
届
い
た
、
あ
る

騒
動
の
報
せ
。
何
者
に
な
ろ
う
と

あ
が
い
て
い
た
季
節
の
果
て
で
、

か
つ
て
の
若
者
達
を
待
ち
受
け
て

い
た
も
の
と
は
？
又
吉
氏
は
こ
う

話
す
。「
変
な
話
だ
が
、
自
分
が

小
説
を
書
く
こ
と
に
な
る
な
ん
て

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
子
供
の

頃
か
ら
、
こ
の
物
語
の
断
片
を
無

意
識
の
う
ち
に
拾
い
集
め
て
い
た

よ
う
な
気
が
す
る
」

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内

広報かねやま　2019.12 ⑭広報かねやま　2019.12⑮

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
三
四
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
三
四
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

星
川
　
き
え
子

椿
の
実
数
え
て
拾
う
幼
の
手

赤
と
ん
ぼ
五
百
歩
ず
つ
の
パ
ー
ト
先

岸
　
　
あ
き
子

稔
り
た
る
稲
穂
の
波
に
佇
み
ぬ

松
茸
の
土
瓶
蒸
得
て
至
福
の
夜

高
橋
　
　
洋
子

草
叢
の
風
に
揺
れ
咲
く
濃
竜
胆

掌
落
栗
載
せ
て
転
が
せ
り

鵜
沼
　
よ
し
子

と
ん
ぼ
う
に
童
心
の
指
立
て
に
け
り

ち
ま
ち
ま
と
齢
重
ね
て
秋
袷

阿
部
　
サ
タ
エ

坪
庭
の
石
組
光
る
竹
の
春

は
ら
か
ら
と
迎
へ
し
里
の
柿
花
火

た
な
ご
こ
ろ

荒
　
屋
　
阿
部
　
　
勝
子

花
鉢
を
洗
ひ
清
め
し
冬
仕
度

つ
や
姫
の
稲
穂
た
わ
ゝ
に
風
光
る

荒
　
屋
　
関
　
　
喜
美
子

秋
の
雨
深
き
爪
あ
と
置
い
て
去
り

山
里
の
希
望
背
負
へ
り
落
花
生

菅
　
越
　
庄
司
　
け
み
子

紅
葉
山
縫
ふ
て
ド
ラ
イ
ブ
家
路
か
な

濁
り
ざ
け
酔
ふ
て
遊
べ
る
別
世
界

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

秋
色
を
置
い
て
一
雨
去
り
に
け
り

観
音
の
五
色
の
旗
や
紅
葉
風

七
日
町
　
柴
田
　
　
栖
静

ひ
と
ひ
ら
の
雲
に
応
へ
ぬ
蔦
紅
葉

朝
露
を
踏
み
て
仏
塔
訪
ね
け
り

羽
　
場
　
坂
本
　
徳
太
郎

並
木
道
途
切
れ
途
切
れ
の
紅
葉
か
な

柿
む
け
ば
朝
の
静
寂
の
救
急
車

上
　
台
　
阿
部
　
　
一
歩

休
憩
の
ひ
と
刻
惜
し
む
冬
囲
ひ

紅
葉
や
ま
他
国
に
座
せ
る
越
前
寺

七
日
町
　
村
松
　
　
枩
風

颱
風
を
送
り
安
堵
の
地
蔵
講

ワ
ー
プ
ロ
を
た
よ
り
初
冬
の
刻
す
ご
し

と
き

し
じ
ま

東京金山会通信 №８

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

　初雪のニュースが聞かれる季節になりました。今
年は暖冬の様ですが、冬支度はお済みですか？
　11月９日、東京金山会事務所において親睦会を
開催し、多くの皆様にご参加いただきました。あり
がとうございました。初めてお会いする方もいまし
たが、「金山町出身者」の話題は尽きることがなく、
賑やかな歓談でした。また、金山町からは井上様と
川崎様にお越しいただきき、先に設立された「ここ
から」のお話をお聞きすることができました。
　我が故郷金山町の母ちゃんの味をつまみに「んめ
べぇ～」等々、方言が飛び交う楽しい宴でしたが
19時に名残惜しく一本締めで終了しました（終了
予定は16時でした）。 次回は餅つき（納豆、ずんだ、
クルミ、大根）金山風芋煮会（塩鯨とじゃがいも）
納豆汁（ずいき入り）などを考えておりますので、
皆様お誘いあわせのうえご参加ください。 皆様のリ
クエストやご要望もぜひお聞かせください！

最後にこの日のおふくろ料理を紹介します！
【ふきいり・コゴミ・ゼンマイ・ワラビ・切りこぶ・
切り干し大根・焼き豆腐の煮物・ウツコ鍋・シソみそ・
ゴボウたたき（みそ、醤油）・漬物（きゅうり、なす）・
枝豆・近内せんべい・つや姫おにぎり・つや姫おい
なりさん】

　
金
山
の
人
は
良
い
人
ば
か

り
で
、
突
撃
し
て
い
く
私
た
ち

に
も
、
丁
寧
に
地
区
の
こ
と
や

暮
ら
し
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。

　
11
月
12
日
。
今
回
、
取
材
し

た
の
は
、
ニ
ラ
農
家
の
須
賀

さ
ん
ご
夫
婦
。
山
崎
で
は
世
帯

の
半
分
が
農
家
さ
ん
で
、
ニ
ラ

農
家
さ
ん
も
た
く
さ
ん
。
国
道

13
号
を
車
で
通
る
と
地
区
の
表

の
こ
と
し
か
分
か
ら
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
ニ
ラ
栽
培
が
山

崎
で
盛
ん
な
こ
と
や
、
皆
さ
ん

が
イ
キ
イ
キ
と
生
活
を
楽
し
ん

で
い
る
こ
と
を
須
賀
さ
ん
に

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
素

敵
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
は
、

「
ニ
ラ
農
家
が
山
崎
地
区
で
多

い
か
ら
、
定
年
後
で
も
自
分
も

や
ろ
う
と
思
っ
た
」
と
い
う
決

意
。
農
家
を
辞
め
て
い
く
方
も

た
く
さ
ん
い
る
中
で
、
ニ
ラ

栽
培
が
盛
ん
だ
か
ら
新
た
に

農
家
を
始
め
る
と
い
う
方
が
い

る
の
は
、
地
区
に
ニ
ラ
産
業
が

集
積
し
て
い
る
強
み
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。「
朝
早
く
で
も

周
り
が
出
荷
作
業
を
そ
れ
ぞ

れ
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
、
俺

も
頑
張
れ
る
し
、続
け
ら
れ
る
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
っ
た

須
賀
さ
ん
は
、
ニ
ラ
の
時
期

が
終
わ
っ
て
か
ら
も
、
自
家

用
の
野
菜
や
果
実
を
何
十
種

類
も
作
っ
て
生
活
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
農
家
が
少
な
く
な
っ
て
き

た
り
、
人
口
減
少
の
中
で
も
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
一
人
一

人
が
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る

の
が
一
番
大
事
な
ん
だ
な
ぁ

と
教
え
て
く
れ
る
山
崎
地
区

で
し
た
。

山
崎
地
区
「
ニ
ラ
が
地
区
に
与
え
て
い
る
こ
と
」

Vol.20

№167

ちいさなりすのエメラルドはまだ眠たくないのに
おふとんに入りました。うさぎのガーネットが本
を読んでくれます。「むかしむかしある国に赤が
大好きな王女様がいました。王女様が着るものは
いつも赤…」ガーネットはそこまで読んでお仕事
に出かけてしまいます。ちっとも眠たくならない
エメラルド。まだ本の文字を読めないから誰かに
読んでもらおうと、ひつじのおばさまの家へ。「王
女様のおやつはいつも赤いもの。毎日赤いドレス」
そこまで読んでもらい、おやすみなさいをします。
まだ続きを読んでほしいエメラルドはそれからど
うしたのかしら。

そのだえり作／絵
文渓堂

ちいさなりすの
エメラルド

いつも自分のせいにする罪悪感がすーっと消えてなく
なる本（根本裕幸）／待ち遠しい（柴崎友香）／羽州
ぼろ鳶組⑨双風神（今村翔吾）／はじめてでもおいし
くできる！おうちおやつ（森崎繭香）／仕事早いのに
ミスをしない人は何をしているのか？（飯野謙次）／

最後のページをめくるまで（水生大海）／緋の河（桜
木紫乃）／おもわずかんがえちゃう（ヨシタケシンス
ケ）／ギネス世界記録2020（クレイグ・グレンディ）
／力尽きレシピ（犬飼つな）　　　　　そのほか９冊※（　　）内作者名

＼今月は19冊！／12
月

新
刊
本

山形大学の地域連携型サークルチー
ム道草の町内での活動を紹介。「金山
町×大学生」で産まれる新たな可能性
を模索します！

㊤須賀さんの何でも揃う部屋！　㊦
（右から）ストーブを囲みながら話
が盛り上がりました／美味しく作る
のが大変な安納芋を石焼き芋に。最
高でした！

親睦会に参加した方々で記念撮影。終了時間をオーバー
して、盛り上がりました。次回開催に乞うご期待！

東京金山会のページに
アクセス！



▼
今
年
も
「
山
形

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大

賞
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
号
が

お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
す
で
に

放
送
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
の

で
、
あ
え
て
結
果
は
書
き
ま
せ
ん

が
、
20
回
目
の
節
目
に
気
合
い
を

入
れ
て
臨
ん
だ
分
…（
泣
）。
ま
た

機
会
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
集
落
創
生
を
通
し
て
、
主
寝
坂

集
落
の
歴
史
を
知
り
、
知
ら
な
い

こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
だ
と
痛

感
。
そ
う
し
た
物
語
を
、
町
の
若

者
に
も
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
発

信
す
る
こ
と
も
広
報
の
使
命
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。（
う
ま
）

編
集

 

幸
記

いまこそ集落創生 第21回　外沢地区

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 5,426人 （10月末現在）
男　性　2,645 人（＋３）
女　性　2,781 人（－３）
世帯数　1,759 世帯

▼10月の異動
　出生 2　人
　死亡 4　人
　転入 10　人
　転出 8　人

■
編

集
・

発
行

／
山

形
県

金
山

町
役

場
 　

〒
999 −5402  最

上
郡

金
山

町
大

字
金

山
324 −1　

TEL.0233 −52 −2111　
FAX.0233 −52 −2004　　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

E-m
ail  kouhou＠

tow
n.kaneyam

a.yam
agata.jp　

URL  https://w
w

w
.tow

n.kaneyam
a.yam

agata.jp　
　

　
■

印
刷

／
有

限
会

社
み

ど
り

印
刷
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町
中
心
部
か
ら
中
田
方
面
へ
お
よ
そ
10
㎞
。
町
内
で
最
も
北
に

位
置
す
る
地
区
が
外
沢
で
す
。
現
在
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

方
を
含
め
、
13
世
帯
34
名
程
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
昭
和
の
時
代

に
は
１
０
０
名
を
超
す
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
外
沢
。
実
は
か
つ

て
、
集
落
の
集
団
移
転
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
約
20
年
前
―
―
。
新
主
寝
坂
道
路
の
予
定
地

に
沿
っ
て
形
成
し
て
い
た
地
区
内
の
主
寝
坂
集
落
は
、
平
成
12
年

の
着
工
を
前
に
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
は
７
世

帯
40
名
余
り
が
町
内
外
に
移
住
し
、
思
い
出
深
い
故
郷
を
離
れ
る

こ
と
に
。
若
者
の
減
少
な
ど
も
あ
り
、
山
の
神
秋
祭
で
の
ミ
ニ
山

車
巡
回
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
行
う
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
、

地
区
特
有
の
イ
ベ
ン
ト
も
惜
し
ま
れ
な
が
ら
終
止
符
が
打
た
れ
ま

し
た
。し
か
し
、平
成
24
年
に
は
集
落
跡
地
に「
ふ
る
さ
と
壁
画
」

が
完
成
。
そ
こ
に
は
、
住
民
の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
描
か
れ
ま

し
た
。
当
時
行
わ
れ
た
除
幕
式
で
、
集
落
出
身
の
方
は
「
何
も
な

く
な
っ
た
主
寝
坂
に
、
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
壁
画
が
残
っ
て
と

て
も
嬉
し
い
」
と
感
慨
深
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
地
区
で
は
、
６
月
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
や
秋
の
懇

親
会
な
ど
、
年
４
つ
の
地
区
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
栗
田

利
一
区
長
は
「
地
区
民
の
全
員
参
加
が
目
標
だ
」
と
話
し
ま
す
。

区
長
は
地
区
運
営
に
関
し
て
「
役
員
の
合
理
化
を
進
め
、
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
考
え
。「
人
口
の
少
な
い
地
区

だ
か
ら
こ
そ
、高
齢
化
や
人
口
減
少
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
大
切
。

全
員
の
協
力
で
運
営
し
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
す
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
全
員
運
営
」。
こ
れ
は
、
地
域
の
見
守
り
機
能
の
強

化
や
健
康
長
寿
を
促
す
仕
組
み
と
し
て
、
多
く
の
地
区
が
見
習
う

べ
き
考
え
だ
と
感
じ
ま
す
。

と
し
か
ず

㊧今年１月のお歳灯
の様子　㊨（上から）
11月には公民館の雪
囲い後、芋煮など秋の
ごちそうを囲んで懇
親会を開催／外沢地
区唯一のふるさと壁
画「主寝坂の思い出、
流れゆく四季の詩」
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